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第４節 ターゲットとニーズ 

 羽村市の地方創生を強力に推進していくため、計画期間に取り組む「短期的目標」と、国の長期ビジ

ョンを参考に取り組む「中・長期的目標」に分け、ターゲットとする各年代が持つニーズを的確に把握

した施策を展開していきます。 

 

１ ターゲットの設定とニーズの明確化 

人口減少の課題に真正面から向き合い、成果を挙げていくためには、「選択と集中」の考えのもと、本

計画で定住につなげたいターゲットを明確に絞り込み、そのターゲットに向けて確実に情報を届けてい

くことが重要です。羽村市では、顕著となっている若者の流出、特に若い女性の流出を克服していくた

め、ターゲットを設定し、ターゲットの求めるニーズに応じた地方創生施策を展開していく必要があり

ます。 

（１）ターゲットの設定 

転出を抑制し、新たな転入を求めるためのターゲット 

Ⅰ 20代・30代の未婚女性 

Ⅱ 市内在住の 20代・30代のファミリー世帯 

Ⅲ 市外在住の羽村市に縁のある 20代・30代のファミリー世帯 

 

（２）ニーズの洗い出し 

本計画のターゲットに設定した 20代・30代の未婚・既婚の女性の持つ、羽村市の魅力や居住意向等

について、「イメージ調査」、「転入者アンケート」及び「グループミーティング」の結果から確認しま

す。 

① イメージ調査から 

羽村市外に居住する方を対象に行った羽村市のイメージ調査の結果から、市外の方から見た羽

村市の印象、魅力及び居住意向について確認します。 

ア 羽村市の印象 

羽村市に対する良いイメージとして「自然が豊かである」が約 62％と高い数値を示す一方、「知

名度が低い」が約 40％、「都心部から遠く、交通・生活が不便である」が約 23％となっています。 

「水がおいしい」というイメージは約 14％と若干低い数値となっています。 

イ 羽村市の魅力 

 羽村市の魅力的な部分として「自然が豊かである」が約 66％、「静かな環境である」が約 31％、

「地価・家賃が手ごろである」が約 24％と続く一方、「道路や公園などの都市基盤が整備されてい

る」が 8.8％、「公共施設が整っている」が 7.3％と低い数値となっています。 

また、羽村市に魅力を感じていないとする「特にない」が約 20％となっています。 

ウ 羽村市への居住意向 

羽村市に「住みたいと思う」と「やや住みたいと思う」を合わせた「居住意向がある」は、20

代女性が 10.8％、30代女性が 8.9％と、両者とも低い数値となっています。 
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② 転入者アンケートから 

過去１年以内に羽村市へ転入した方を対象に行った転入者アンケートの結果から、新しい目で

見た羽村市での生活、まちづくりに対する期待及び継続居住意向について確認します。 

ア 羽村市での生活 

羽村市での生活については、「街中の自然が豊かである」が約 46％、「買い物が便利である」が

約 31％、「安全・安心に暮らせる」が約 23％と続きます。 

特徴的な結果として、未婚女性では「仕事と生活のどちらも充実できる」との回答が多く、既

婚女性では「子育て・教育環境が整っている」が約 30％です。 

イ 羽村市のまちづくりに対する期待 

羽村市のまちづくりに対して期待することは、未婚女性では「犯罪や交通事故防止など安全性

の確保」と「徒歩や自転車での移動が容易な道路整備」が多く、「公園や水辺などのうるおいのあ

る環境づくり」、「美しいまちなみの形成」と続きます。 

一方、既婚女性では「子育てしやすいまちづくり」が約 73％と高い期待を示し、「犯罪や交通事

故防止など安全性の確保」が約 57％、「救急、防災などの救急時体制の確保」が約 28％、「公園や

水辺などのうるおいのある環境づくり」が約 27％と続き、22.0％が「女性や若者が活躍できる場

づくり」に期待を寄せています。 

ウ 羽村市での継続居住意向 

羽村市での継続居住意向については、「ずっと住み続けたい」と「当分の間住みたい」を合わせ

た「継続居住意向がある」は、未婚女性では８割、既婚女性では９割以上と高い数値となってい

ます。しかし、「当分の間住みたい」は、未婚女性、既婚女性とも６割以上と、時限的な居住意向

が高くなっています。 

 

③ グループミーティングから 

 過去５年以内に羽村市へ転入した市民を対象に行ったグループミーティングの結果から、一定

期間羽村市で生活した市民の生の声から「羽村市へ移り住んで感じたこと」について確認します。 

ア 羽村市の良さ 

羽村市の良さについては、「おいしい水や豊かな自然があって住みやすい」、「動物公園やチュー

リップ畑など、他に自慢できる見所がある」、「公共施設がまとまっていて便利である」、「都心ま

で電車１本で行けるなど公共交通機関が整っている」、「静かで暮らしやすいコンパクトな街」等

が挙げられており、コンパクトな市内に、良好な住環境と適度な自然環境が整い、ゆとろぎ、図

書館、動物公園及びスイミングセンターなどの公共施設が徒歩圏内に立地しているため利用しや

すく、休日には、家族で公共施設や多摩川沿いの自然などを楽しんでいるといった意見が挙げら

れました。 

イ 羽村市をもっと良い街に 

羽村市をもっと良い街にするためにはどうすれば良いかについては、「駅前のおしゃれなカフェ

などで、小さな子ども連れで集える居場所がほしい」、「子育てやお得情報など、様々な情報を共

有できる環境があるといい」、「駅前に若い世代が集う居場所や、活動する場所がほしい」など、

ゆとろぎやコミュニティセンターといった公共施設ではなく、羽村駅前の中心市街地に、おしゃ
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れなカフェなど、若者やママ友達の集いの場を求める意見や、子育て情報、羽村市を代表するお

土産やグルメ、利用者の視点で分かりやすい公共施設等の利用案内等を求める意見等が挙げられ

ています。 

 

（３）ニーズの設定 

羽村市イメージ調査やグループミーティング等の結果から、ターゲットとする 20代・30代の女性で

は、市内と市外の居住者で羽村市に対する印象は、「買い物環境」や「子育て・教育環境」などで相違

する部分が多くあるほか、実際に羽村市で暮らしてみると「住み続けたい」という居住意向が格段に

高くなるなど、既存の情報発信の方法では、羽村市外の方に、羽村市の魅力が届いていないことが分

かります。 

市内に居住する未婚女性からは「徒歩や自転車での移動が容易な道路整備」、「駅周辺の整備」など

の都市基盤の整備を含めた「若者の居場所づくり」を求める意見、既婚女性からは「子育て支援施策

の充実」、「女性や若者が活躍できる場づくり」、「子どもを連れて母親同士で交流できる居場所づくり」

などを求める意見が挙げられています。 

こうしたことから、未来の羽村市民に対して、実際に暮らしてみると分かる羽村市の魅力を確実に

届ける必要があるため、既存住民が感じる暮らしやすさや子育てのしやすさといった羽村市の魅力を

可視化した「はむらスタイル」を的確に発信するとともに、既存住民のニーズに応え、「はむらスタイ

ル」の更なる充実に取り組むことで、子どもとの大切な時間を身近な環境の中で過ごすことができる

羽村市の良さをより一層充実させていくことにつなげ、「家族の笑顔が生まれるまち はむら」として、

羽村市の地方創生に取り組んでいきます。 
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住めばわかる 市民が感じる羽村市の魅力！
～生活を楽しむ全てがそろう 何をするにもちょうどいいコンパクトなまち～

・動物公園、スイミングセンター、図書館など、家族で楽しめる施設がある

・きれいな街並みと、適度な自然環境が調和したまちだから、暮らしやすい

・小さなまちだから、みんなとつながり、子育てから日々の暮らし、休日の楽しみに必要なモノ全てがある

・近所に、子どもと遊ぶ公園がたくさんある

・緩やかなつながりの地域コミュニティが、地域全体で子どもを見守り、育てる

・市民手づくりのおまつりなど、みんなで楽しむから、みんなが友だち

・玉川上水の起点であり、豊富な地下水による安心して飲める安くておいしい水道水

・東京だけど都会ではなく、適度な自然はあるけど田舎ではない、生活するのにちょうどいいまち

・市民、事業者と行政が一緒になって、まちのことを考える

【魅力の可視化】

きれいな街並みの中に、歴史・文化・適度な自然があり、人と人の顔が見え、緩やかにつながっている。

何をするにも市民・事業者と行政が一緒になって、手づくりのまちづくりを行っている。

コンパクトなまちに暮らしを楽しむ全てがそろうから はむらは、居心地がよく、暮らしやすい。

はむらスタイル
～家族全員が楽しく暮らす羽村市での魅力的なライフスタイル～

【羽村市の中心的な価値】

仕事と生活の距離が近い
・小さなまちの中に、働く場所・生活する場所がそろい、休日を家族でゆっくり過ごす環境がある

安心して子育てできる
・小さなまちだからみんな友だち。地域の中で子どもたちが学び・遊び・育つ安心感

手作りのまちづくり
・夏まつりや地域行事など、市民、事業者と行政が一緒になって作る楽しさと充実感

地場産の食物で安心
・安くておいしい水道水、地場産の農産物など、安心して子どもに食べさせることができる

ターゲットⅠ

20代・30代の未婚女性

【地方創生の方針】 笑顔がもっとあふれるまちのために

家族の笑顔が生まれるまち はむら
～暮らしと遊びがちょうどいい はむらスタイル～

笑顔のはむらプロジェクト２

はむらで子育てしよう

プロジェクト

・妊娠・出産・子育て包括支援拠点の設

置

・病児保育の実施

・特色ある学校づくりの推進

・大学との連携による市民大学の

開設

笑顔のはむらプロジェクト１

はむらで遊ぼう・暮らそう

プロジェクト

・サイクリングステーションの整備

・羽村deいい家助成制度の導入

・市民防犯活動の支援

・大学と連携した事業の充実

笑顔のはむらプロジェクト３

はむらで働こうプロジェクト

・事業者向け店舗改修、空き店舗活用

助成金制度の導入

・産業力・競争力強化支援事業の実施、

産業拠点としての産業福祉センター改

修

笑顔のはむらプロジェクト４

はむらの魅力発信・

知名度向上プロジェクト

・広報戦略の策定

・はむらスタイルの策定・発信

・特色ある教育施策に関する情報発信

の充実

・羽村市公式キャラクター「はむりん」の

活用

ターゲットⅡ

市内在住の20代・30代のファミリー世帯

ターゲットⅢ

市外在住の羽村市に縁のある

20代・30代のファミリー世帯

中心的な価値の共感

交流人口増加

定住人口増加

中心的な価値の共感

交流人口増加

定住人口増加

１．若者が流出している「人の流れ」を

変え、人口流出を抑制する

★交流の促進

★定住促進

★若者との協働

２．若い世代の結婚・出産・子育ての

希望をかなえ、出生者数の増加につ

なげる

★結婚・出産

★子育て

★生涯学習

３．中心市街地の活性化のため、「選

択と集中」の考えを徹底し、投資と施

策を集中することで地域に活力を生み

出す

★起業・雇用

★産業支援

４．羽村市の魅力を効果的に発信する

ことで認知度を向上させ、来訪者の増

加につなげる

★広報

家族の全員の笑顔をもっと生み出すための「笑顔のはむらプロジェクト」を推進し、

若い世代が羽村市で暮らし、子どもを育て、仕事をする流れを生み出すため魅力を発信します！

（４）羽村市の地方創生推進イメージ 

羽村市が住みやすく、魅力的と感じている既存住民の声や生活スタイルである「はむらスタイル」

を充実し、ターゲットに向けて情報発信していきます。 

 


